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農
業
功
労
者
５
名
に
授
与

　
長
年
に
わ
た
り
農
業
に
励
ま
れ
地
域
農
業
の
発
展

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
方
に
対
し
て
贈
ら
れ
る

「
Ｊ
Ａ
志
賀
農
業
功
労
者
表
彰
」
授
与
式
が
、
昨
年

10
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
志
賀
農
業
ま
つ
り
の
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
各
特
産
物
で
特
に
功

績
の
あ
っ
た
受
賞
者
5
名
に
田
端
代
表
理
事
組
合
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

不
動　
外
政　
さ
ん（
白
ね
ぎ
）・谷
内　
賢
正　
さ
ん（
甘
薯
）

前
田　
光
行　
さ
ん（
長
な
す
）・新
明　
清
一　
さ
ん（
西
瓜
）

久
木　　
昭　
さ
ん（
南
瓜
）　　
　
　
　
　

※
順
不
同

功労者表彰を受賞された方々

あいうえお

　

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
当
Ｊ
Ａ
の
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
国
政
に
お
い
て
内
政
・
外
交
と
も
視
界
不
良
の
中
で
の
一
年
と
言
え
ま
し
た
。
12
月
の
総
選

挙
で
は
、
新
た
に
自
公
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
課
題
を
残
し
た
ま
ま
で
の
出
発
と
な
り
、
夏
の
参
院

選
挙
を
控
え
、
安
倍
政
権
の
真
価
が
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
農
政
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。新
政
権
で
、農
業
再
生
に
向
け
た
大
き
な
力
を
引
き
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
を
め
ぐ
る
内
外
の
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
私
ど
も
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
、
急
速
に
進
む

少
子
高
齢
化
の
波
は
、
農
業
に
お
け
る
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
の
増
加
な
ど
、
農
協

事
業
に
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
さ
な
が
ら
の
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、昨
年
葉
た
ば
こ
廃
作
地
に
新
規
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
た「
能
登
汐
風
ご
ぼ
う
」は
、

市
場
の
評
価
も
高
く
、
今
後
増
産
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
1
日
に
Ｊ
Ａ
出
資
型
農
業
生
産
法
人
「
㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
し
か
」
を
設
立
し
、
水
稲

の
受
委
託
等
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
特
産
の
「
こ
ろ
柿
」
の
加
工
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
本
年
度
は

本
格
的
な
参
入
を
目
指
し
て
お
り
、
後
継
者
の
育
成
や
生
産
の
拡
大
な
ど
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
６
次
産
業
の
推
進
と
地
産
地
消
が
重
要
視
さ
れ
る
中
、「
み
ち
の
え
き
旬
菜
館
」
に
つ

い
て
は
本
年
、
町
当
局
の
ご
理
解
に
よ
り
、
店
舗
面
積
が
拡
幅
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
面
積
拡

大
に
よ
る
品
揃
え
の
充
実
、年
間
通
し
て
の
安
定
供
給
を
よ
り
一
層
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
第
3
次
中
期
3
ヵ
年
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、
5
年
、
10
年
先
の
将

来
を
見
据
え
た
基
礎
基
盤
づ
く
り
を
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
志
賀
の
発
展
に
向
け
て
引
き
続
き
女
性
参
画
へ
の
推
進
、
地
域
貢
献
事
業
の
取
組
み
、
Ｊ
Ａ
出

資
型
農
業
生
産
法
人
の
展
開
な
ど
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
皆
様
の
声
を
反
映

し
た
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
と
り
、
良
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長　
　
　

　
　
　

田  

端  

正  

敏
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農業まつり開催！！
　

昨
年
の
10
月
27
日
（
土
）、
28
日
（
日
）、『
今
年

は
か
な
り
違
い
ま
す
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
こ

れ
ま
で
地
区
別
開
催
さ
れ
て
い
た
秋
の
総
合
展
示
会

か
ら
、
秋
の
実
り
に
感
謝
す
る
農
業
ま
つ
り
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
各
団
体

の
出
し
物
、牧
村
三
枝
子
シ
ョ
ー
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
、

子
供
コ
ー
ナ
ー
、
乗
馬
体
験
な
ど
も
設
け
ら
れ
活
気

あ
る
農
業
ま
つ
り
に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご

来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

牧村三枝子さんと握手�

もちつき　ヨイショッ

加茂太鼓倶楽部「心郷華萌」のみなさん

熱唱～みちづれ、友禅流し他～

きらきら kids のみなさん

乗馬体験　うわっ、高い みなさんいかがですか

大念寺八幡太鼓「鼓友組」のみなさん

ヰセキのさなえちゃん＆おにぎり君

  

農
産
物
品
評
会

　
農
産
物
品
評
会
で
は
、
日
頃
よ
り
丹
精
込
め
て
育

て
ら
れ
た
農
産
物
が
85
点
出
品
さ
れ
、
13
名
の
方
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
即
日
販
売
さ
れ
、
売

上
げ
の
代
金
は
出
品
者
の

ご
理
解
の
も
と
志
賀
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
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地域の農業、農地は
ＪＡが守ります

　ＪＡ志賀管内における生産農業者数は就農者の高齢化や後継者不
足により、遊休農地や耕作放棄地が散見される状況にあります。こ
れらの解決の一助として集落営農組織や認定農業者等の地域の担い
手による大規模化が進められてはいるものの、こうした組織の多く
の構成員や大規模農業者の高齢化も深刻化しており、担い手不足や
地域農業の維持・発展の抜本的な対策とは言えない状況です。
　このような中、かけがえのない地域資源である農地や自然環境を
守り、地域農業の維持・発展を目的とし、農家が安心して農地・農
作業を任せられる地域に根ざした組織として設立しました。

　地域の認定農業者や集落営農組織等の担い手と連携し、管内農業
の担い手として農地保全管理機能と農作業委託や経営委託の受け皿
的機能を有するとともに、地域の雇用の創出にも寄与し、地域農業
の維持・発展に貢献します。

㈱ＪＡアグリサポートしか
１ 設立の趣旨

２ 基 本 方 針

３ 主な事業の内容

５ 役員・社員

４ 会社の営業区域

◦農業経営や農作業の受委託
◦農地の保全管理
◦農産物の生産及び販売

ＪＡ志賀の管内全域とします
※設立当初は、モデル地区を設け事業を行い、
　その後順次拡大していく予定です。

代表取締役社長　田端　正敏
取　締　役　　　上嶋　都夫・土田　茂樹
社　　　員　　　泉　　好夫

　
昨
年
12
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り
、
輪

島
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
能
登
米

振
興
協
議
会
主
催
に
よ
る
『
能
登
米
生
産
者
大

会
～
世
界
農
業
遺
産
を
地
域
農
業
に
活
か
す

～
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
「
能
登
の
里
山
里
海
」
の
世
界
農

業
遺
産
認
定
を
契
機
に
、
能
登
の
自
然
や
美
し

い
水
田
景
観
の
維
持
・
保
全
、
将
来
に
渡
り
持

続
可
能
な
水
田
農
業
の
振
興
の
実
現
に
向
け
、

環
境
に
優
し
い
技
術
の
定
着
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
安
全・安
心
な
米
づ
く
り
な
ど「
環

境
と
調
和
し
た
米
づ
く
り
」
を
生
産
者
・
関
係

団
体
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
、
会
場
へ
は
能
登
地
区
７
Ｊ
Ａ
の
生
産

者
を
は
じ
め
関
係
者
約
千
人
が
集
ま
り
、
Ｊ
Ａ

志
賀
か
ら
は
１
１
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
谷
本
正
憲
県
知
事
を
は
じ
め
東

英
一
Ｊ
Ａ
石
川
中
央
会
専
務
理
事
、
能
登
地

区
各
市
町
の
首
長
を
来
賓
に
迎
え
、
趣
旨
説

明
、
基
調
講
演
の
ほ
か
、
前
東
京
農
大
学
長
の

進し
ん
じ士

五い

そ

や
十
八
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
「
世

界
農
業
遺
産
の
認
定
が
地
域
農
業
の
元
気
を
つ

く
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
能
登
と
同
じ
く
国
内
初

の
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
を
受
け
た
佐
渡
市

（
新
潟
県
）
で
の
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
の
最
後
に
「
能
登
米
宣
言
」
が

発
表
さ
れ
、
全
会
一
致
に
て
採
択
さ
れ
、
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

【
実
証
圃
の
取
組
み
】

　
平
成
25
年
度
を
普
及
元
年
と
し
、
各
Ｊ
Ａ
に

て
エ
コ
栽
培
基
準
を
基
本
と
し
た
実
証
圃
で
の

試
験
栽
培
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
実
証
圃
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
生
産

者
の
方
を
募
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

能
登
米
生
産
者
大
会
の
開
催

事務所：ＪＡ志賀本店　営農部内　ＴＥＬ：３２－３８８０　ＦＡＸ：３２－１３３７

各支店窓口及び本店営農部に設置してあるパンフレットにて、ご確認をお願い致します。詳細はアグリサポートまで。



年金友の会　楽しい企画満載�
　会員の皆様に、日頃の感謝と職員との親睦を深めて頂くため実施
しておりますイベント、旅行等企画の一部です。( 平成 24 年度実施 )
　今後とも会員の皆様に喜んでいただける企画を計画致します。
是非、ご参加下さい。

※会員資格はＪＡへの年金振込指定を頂いているか、　指定申込(予約)を頂いている方が対象となります。

会員募集中
年金友の会

　第 6 回ＪＡ志賀組合長杯グラウンドゴルフ大会が昨年 9 月 20 日（木）、志
賀町ニュースポーツの丘において開催されました。198 名の参加により、熱
戦が繰り広げられました。結果は次のとおりです。

男子の部
　優　勝　　蟹屋敷辰次　さん
　準優勝　　北野　秀雄　さん
　第３位　　白山　正志　さん

　第8回ＪＡバンク石川「年金友の会グラウンドゴルフ県大会」が昨年10月5日（金）、
かほく市高松グラウンドゴルフ場において盛大に開催されました。
　秋晴れの中、県内 17 ＪＡより参加した 462 名が青旗・赤旗の２コース（男女別）
に分かれ熱戦を繰り広げました。当ＪＡでは 24 名が参加され、竹田　忠さんが赤旗
男子の部で優勝しました。成績上位者は次のとおりです。

赤旗コース
　男子の部　優　勝　竹田　　忠　さん
　女子の部　第３位　西村　雪子　さん
　　　　　　第４位　矢萩　厚子　さん
　　　　　　第５位　小門前節子　さん
　　　　　　第６位　保　美代野　さん

女子の部
　優　勝　　桶谷　弘子　さん
　準優勝　　坂本　邦子　さん

　第３位　　花島　敏枝　さん

青旗コース
　男子の部　第９位　石田　洋晴　さん
　女子の部　第５位　板倉ヒデ子　さん
　　　　　　第７位　上田よし子　さん

◦長良川の老舗旅館『十八楼』宿泊の旅
　　　～郡上八幡散策、ぎふ金華山ロープウェイ～

◦世界一のうずしおと淡路島　
　　　～神戸中華街散策、「清盛」ドラマ館、明石架橋～

◦こまどり姉妹ショー観劇ツアー『富山観光ホテル』

◦八代亜紀ふれあいコンサートと『片山津温泉 佳水郷』

年金振込指定は、ＪＡ志賀へ�

平成24年度　支店・エリア毎に実施致しました一部です。

年金友の会　グラウンドゴルフ
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１．発生の特徴
　・ゆめみづほで落等要因の中で最も割合が大きい。
　・地域別に見ると、本年は山側集落での落等が多かった。

２．カメムシ生息調査から見たカメムシ類の発生状況
　○雑草地（7月4日調査）
　　　一地点あたりの平均捕獲頭数は4.00頭と前年より多

く、捕獲地点率は80.0％とほぼ前年並である。種類別
では、飛翔性が7割と前年より増加し、特にアカスジが
1.65頭／20回振りと多かった。

３．今年度の防除の状況
　○雑草地の除草の徹底
　　・畦畔除草は概ね適切に実施された。
　○出穂期以降の2回防除の徹底
　　・カメムシの総防除回数は1.50回とH22年から同程度で推移している。
　　・無人ヘリ防除面積は微増する傾向にある。
　　・個人防除、無人ヘリ防除ともに、降雨も少なかったことから、概ね適期に実施された。

４．今年度の結果を踏まえた次年度の防止対策
　○雑草地の除草の徹底
　　・引き続き除草の徹底を図りましょう。
　○出穂期以降の2回防除の徹底
　　・省力的かつ広範囲の一斉防除が可能な無人ヘリ防除が効果的です。
　　・粉剤防除及び無人ヘリ防除が困難な地域では、引き続き長期残効型の粒剤体系を実施しましょう。

　○本田（7月26日調査）
　　　一地点あたりの平均捕獲頭数は1.9頭と前年並であった。捕獲地点率は全体で60％と前年より低下している

が、地域別で見ると、富来地区で捕獲頭数が多く、捕獲地点率も依然として高い。

年次
地点当たり捕獲頭数（頭） 捕獲地

点率％うち飛翔性（割合）
Ｈ 22 3.04 1.78　（59％） 86.5
Ｈ 23 3.49 1.71　（49％） 80.5
Ｈ 24 4.00 2.68　（67％） 80.0

調査地点 トゲシラ コバネ ホソハリ アカヒゲ アカスジ クモヘリ その他 計 捕獲地点率
Ｈ 23 0.10 0.32 0.18 0.04 1.32 0.00 0.13 2.1 95％
Ｈ 24 0.18 0.01 0.19 0.15 1.21 0.16 1.9 60％

旧志賀町 0.03 0.05 0.03 0.39 0.11 0.6 32％
旧富来町 0.31 0.02 0.31 0.26 1.95 0.21 3.1 86％

区分
防　除　率 無人ヘリ防除面積 カメムシ防除回数（回）

Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24
出穂期 70.8 69.4 71.1 581 629 666

1.5 1.48 1.5
傾穂期 71.1 70.0 73.3 617 633 680

Ⅱ．斑点米
（表）品種別2等以下格付理由割合の3か年の推移

品　種 コシヒカリ ゆめみづほ ２品種計
　支　店　 下甘田 加茂 志加浦 上熊野 中甘田 土田 富来 堀松 下甘田 加茂 志加浦 上熊野 中甘田 土田 富来 堀松 下甘田 加茂 志加浦 上熊野 中甘田 土田 富来 堀松

部カメ
Ｈ22 0.3 6.6 8.9 3.8 5.2 10.9 3.5 6.2 5.2 3.1 1.1 2.8 7.2 6.1 3.7 4.3 1.4 4.7 7.4 2.2 0.8 5.8 9.8 3.5 5.7
Ｈ23 0.2 1.9 7.3 0.7 5.7 1.1 3.1 2.2 2.8 0.0 0.6 9.7 1.3 3.3 0.1 2.0 6.0 1.2 0.0 0.6 6.6 1.2 3.1
Ｈ24 0.5 3.7 4.9 1.0 7.3 2.1 1.9 2.5 4.2 2.0 1.0 9.6 2.2 2.5 2.9 0.3 3.9 4.5 1.0 8.1 2.1 2.1 2.6

＊網掛けは、前年より低下した項目
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Ⅰ．乳白粒
（表）品種別2等以下格付理由割合の3か年の推移

１．発生の特徴
　・依然、コシヒカリにおいては、落等の１番の要因となっている。

２．生育状況と発生の要因
　・軟弱徒長苗や老化苗が見られ、植え傷みが発生したが、5月下旬以降の天候の回復とともに、初期分げつの発

生は順調で生育は回復した。
　・好天により分げつ期の生育は旺盛となったが、中干しが不十分であった地域を中心に最高分げつ期以降の茎数

淘汰が遅れ、遅発分げつが多くなった。
　・生育期間を通して日照時間が確保され、かつ梅雨明けがやや早くその後高温多照となったことから、幼穂形成

期の草丈伸長は抑えられ倒伏は比較的少なかった。
　・登熟期間も高温多照傾向は続き、日照が確保されたものの、少雨により一部地域では水不足となり、通水が不

十分となったため登熟が不良となった。遅発分げつの発生で登熟がばらついていたこと、高温登熟という条
件が重なり、乳白粒の発生を招いたと考えられる。

 　 (一部水利条件が不利なところを除いて中干しの適期実施や飽水管理の徹底がなされ、全体における乳白粒の発生は減少した。)

３．今年度の結果をふまえた次年度の防止対策
　・初期生育を確保するため、播種時期や育苗管理を徹底しましょう。
　・中干しを適期に、確実に実施することにより適正生育量への誘導と、稲体の健全化を図りましょう。
　・中間追肥を施用し、根張りの促進、稲体の強化を図りましょう。
　・幼穂形成期以降は、飽水管理・間断通水に努めるとともに、高温時の湛水は、根を傷める原因となるので、行

わない。高温が続く場合には、掛け流しや夜間通水等の対策を行う。

品　種 コシヒカリ ゆめみづほ ２品種計
　支　店　 下甘田 加茂 志加浦 上熊野 中甘田 土田 富来 堀松 下甘田 加茂 志加浦 上熊野 中甘田 土田 富来 堀松 下甘田 加茂 志加浦 上熊野 中甘田 土田 富来 堀松

心白
＋

腹白

Ｈ22 8.3 6.6 4.6 8.4 8.8 13.9 6.9 6.3 7.9 7.9 15.7 18.1 8.3 2.4 14.3 26.7 8.2 15.2 8.2 11.5 7.3 8.4 7.0 14.0 11.4 6.8 9.9
Ｈ23 0.3 4.4 0.8 1.6 0.7 8.2 6.8 3.9 1.3 0.3 0.2 2.2 0.7 0.9 0.5 5.4 5.5 2.9
Ｈ24 0.9 1.2 2.5 6.4 0.4 2.7 3.9 0.6 1.2 0.8 0.7 1.6 5.0 0.4 2.1

＊網掛けは、前年より低下した項目

◎　品種別（コシヒカリ、ゆめみづほ）検査結果
　平成24年産米の1等米比率は、高温時における幼穂形成期以降の飽水管理や登熟期間の水管理の徹
底、斑点米防止対策、気象情報に即しての夏バテ防止策（コシヒカリ葉色４.0以下の上乗せ追肥）、高
温年における適期収穫の実践によって向上し、全体で91.６％と好結果でありました。

◎　品種別主な落等理由と平成25年度対策

平成24年産米品種別検査結果及び　　　　　
　　　　　主な落等理由、次年度対策について

H22 ～Ｈ24　品種別検査結果　(１等米比率)　           　　　　　（単位：％）
平成 22 年産 平成 23 年産 平成 24 年産

コシヒカリ ７８．６ ８８．８ ９０．９
ゆめみづほ ７５．７ ８９．８ ９３．３
品種　計 ７７．８ ８９．１ ９１．６



～確定申告は当 JAで受付いたします～
【平成26年1月から記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます】
　これまで、個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分の農業所得金額の合計が300万円を超える方
に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存が、平成26年1月からは、これらの所得を生ずべき業務を行う全
ての方（所得税の申告の必要のない方を含みます。）について必要となります。

　ＪＡのシステム『確定申告支援用科目集計表 』（利用料1,260円／年）
をご利用になるとスムーズに確定申告を行え、制度変更にも対応でき大
変便利です。ご指定の口座の年間収支（申込月～ 12月末）をまとめてあ
り、記帳や細かい計算をする手間も省けます。
　ぜひ、ご利用になって下さい。
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